
町三・山崎地区の
新たな学校の概要

資料６
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統合までのスケジュール
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7年前 6年前 5年前 4年前 3年前 2年前 1年前 【統合】

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度

基本計画

検討会

新校舎使用開始

2012.4.2～2013.4.1生まれ 中2 中3 ー ー ー ー ー ー

2013.4.2～2014.4.1生まれ 中1 中2 中3 ー ー ー ー ー

2014.4.2～2015.4.1生まれ 小6 中1 中2 中3 ー ー ー ー

2015.4.2～2016.4.1生まれ 小5 小6 中1 中2 中3 ー ー ー

2016.4.2～2017.4.1生まれ 小4 小5 小6 中1 中2 中3 ー ー

2017.4.2～2018.4.1生まれ 小3 小4 小5 小6 中1 中2 中3 ー

2018.4.2～2019.4.1生まれ 小2 小3 小4 小5 小6 中1 中2 中3

2019.4.2～2020.4.1生まれ 小1 小2 小3 小4 小5 小6 中1 中2

2020.4.2～2021.4.1生まれ ー 小1 小2 小3 小4 小5 小6 中1

対

象

学

齢

早

見

表

統合に向けた準備・検討 新たな学校づくり基本計画推進協議会

既存校舎

既存校舎

本町田ひなた小学校 校舎解体及び新築工事

町田第三中学校

山崎中学校

旧本町田小学校用地

対

象

校

等

統合



森野六丁目

忠生二丁目

新しい通学区域・統合新設校建設予定地
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１ 新しい通学区域
・藤の台1丁目～3丁目全域
・山崎1丁目全域
・山崎町全域
・忠生1丁目全域
・本町田の一部
・忠生2丁目～3丁目の一部

２ 新校舎建設予定地
現本町田ひなた小学校の敷地

町田第三中

山崎中

町田第三中・山崎中統合新設予定地

忠生三丁目



■町田第三中学校（築58年）

①生徒数・学級数

②学校の主な変遷

1971年：町田市立町田第三中学校開校

2026

情緒

生徒数 30

学級数 4

特別支援

学級

■山崎中学校（築４７年）

①生徒数・学級数

②学校の主な変遷

1979年：町田市立山崎中学校開校

2026 2030 2040

生徒数 255 175 121

学級数 8 6 5

町三・山崎地区 統合対象校について
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◼町三・山崎地区統合新設校 想定生徒数・学級数

※特別支援学級（知的・情緒）を配置

※2026は4月7日時点の生徒数と学級数

※2030・2040は新たな学校づくり推進計画（一部修正）から抜粋

2026

知的

生徒数 24

学級数 3

特別支援

学級

学びの

多様化学校
2026

生徒数 13

学級数 3

2033

生徒数 515

学級数 16

※2033は児童・生徒数推計から抜粋

2026 2030 2040

生徒数 333 343 348

学級数 11 10 10



新たな教育環境について①
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ロッカーに扉がつきます！

広くてゆとりのある教室になります！

ホワイトボードを整備します！

中学校の普通教室



新たな教育環境について②

6

図書や視聴覚教材を活用で
きるラーニングセンターが
整備され、協働的な学習が
できるようになります！

コミュニティルーム

ラーニングセンター

学校の教育活動を支援するコ
ミュニティルームが整備され、
学校支援ボランティアやコミュ
ニティスクールなど学校と地域
の協働の活動拠点になります！



学校名 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

廃止

廃止

屋内プール

町田第三中学校 既存校舎の屋外プール

山崎中学校 既存校舎の屋外プール

統合校
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学校プールの教育環境の向上及びプールの設置や維持管理にかかる費用
の軽減を図るため、プールの屋内化・集約化を基本的な方針として
「今後の町田市立小中学校のプール整備方針」を策定しました。

この方針に基づき、統合新設中学校では、プール拠点校として、他

の中学校も利用する予定です。

※プール授業で使用する学校の想定

プールの屋内化・集約化について



施設整備について
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町田第三中学校・山崎中学校統合新設中学校
（学校建設地：旧本町田小学校用地）



基本コンセプト
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町田市の教育目標
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町田市教育未来ビジョン2040 町田市教育プラン24-28



町田市の教育目標
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町田市立学校 施設機能別整備方針

第2章 町田市立学校施設整備の基本理念
「町田市立学校施設整備の基本理念」は、町田市立学校における

「教育環境・生活環境づくり」「放課後活動の拠点づくり」「市民生活の拠点づくり」を進めるうえで、
どのような学校施設を整備する必要があるのか、そのあり方を基本理念として表しています。

1 教育環境・生活環境づくりの基本理念
学校は、社会において思考力・判断力・表現力や、社会性・人間関係を形成する力を育む場の中で児

童・生徒にとって最も重要な場であることから、安心して学校生活を送ることができる環境を基盤として、
協働的な学習や学校生活におけるコミュニケーションを促進することができる環境を整備します。
また、多様な学習形態に対応することができる環境や、主体的に体を動かしたくなる環境を整備します。

2 放課後活動の拠点づくりの基本理念
放課後における児童・生徒の居場所の一つとして、安心して様々な活動をすることができる環境を整備

します。

3 市民生活の拠点づくりの基本理念
地域と学校が連携・協働するためのスペースの確保や、学校施設のさらなる地域開放、他の公共施設等

との複合化によって、多様な人々が学校につどい、教育活動・放課後活動などを通じた連携・協働や、ス
ポーツ・生涯学習、地域活動その他の市民活動を通じて、市民が交流し活動する愛着ある地域拠点となる
ような環境を整備します。
そして、新たな学校づくりにおいて学校施設機能を集約して整備する場合（例：学校給食の給食セン

ター）においても、愛着ある地域拠点施設とするための多機能化や複合化を検討します。
また、地域の防災拠点として災害時の対応を円滑に行うことができる環境を整備します。



基本コンセプト
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町田市の教育目標を実現するために
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事例写真 事例写真

事例写真 事例写真



今後の確認事項及び実施内容
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●新たな学校の配置について、ワークショップの開催

【目的・目標】

新たな学校を建設するにあたり、校舎やグラウンドの配置はとても重要です。
配置の違いによって、どのようなことがよいポイントか意見を伺います。

いただいたご意見を集約し、
「新たな学校をつくるにあたって大事だと考えること」を確認し、
具体的な設計に活かしていきます。



学校施設として見るべきポイント
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中央校舎(C棟)屋内運動場(No2)
中央校舎(B棟)

西校舎
(A棟)

給食室

東校舎
(D棟)

学童保育
クラブ

学校施設として見るべきポイント(既存の学校)
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管理の目が行き届き
にくい歩行者動線

給食の搬入等専用の
車両出入口は生徒の
動線と分離

プール棟
No7

正門 通用門

通用門

正門と通用口の
動線分離

南面で明るい
B棟とC棟の教室

近隣との見合いが
気になるD棟の教室

地域の方もアクセス
しやすい体育館

前面道路からアクセ
スしやすい給食室

整形なグラウンド

校舎から遠いプール

管理の目が行き届き
にくい門扉



配置パターン（例）の紹介
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スケジュール
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第一回 アナウンス・スケジュール等の確認

第二回 配置案の検討①
よいところや気になるところについてワークショップ

第三回 配置案の検討②
第二回の意見を踏まえた更新案についてのワークショップ

第四回 配置案とコンセプトについて最終意見確認（書面開催）

第五回 最終まとめ資料の確認
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